
（別紙３）

～ 2025年　12月　20日

（対象者数） 26名 （回答者数）
24

～ 2025年　11月　10日

（対象者数） 9名 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3 ・職員ミーティングの中で新しい課題を検討している

児童の安全確保のための人員配置が行われている

・管理者が安全確保のための職員配置について、常に声掛け

を行っている。

・職員が安全確保を意識し互いに声を掛け合っている。

○事業所名 児童デイサービス　にじいろ

○保護者評価実施期間
2025年　12月　6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　11月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ソーシャルスキルトレーニングや個別課題を多く取り入れて

いる

・児童一人一人に合った課題を考えている。

・個別課題は随時見直しを行い、できることを増やすよう意

識している。

幅広い内容で課題が組まれている

・個別の活動と集団の活動をバランスよく取り入れている。

・行事予定表の中で、同じ課題の曜日が重ならないよう工夫

している。

事業所における自己評価総括表公表



4

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 男性職員を増員したい

2

保護者会以外にも、保護者と児童が一緒に参加できるイベン

トを企画したり、夏まつりなどのイベントで地域の方との交

流を増やしたい

現在、男性職員が少ない

保護者同士の交流や、地域との交流の機会が少ない 保護者会の開催や地域行事への参加等の機会が少ない

療育目標の一つに身辺自立を掲げている

・児童一人一人にあった適切な支援計画を立て、声掛けを

行っている。

・経験豊富な職員が多く、身辺自立に必要な支援を意識しな

がら取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


